
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

退院後、生活の場に戻ってから、仕事や勉強がうまくいかないなどで気づくことが多く、 

外見からは分かりづらい障害です。本人が自覚しにくいことや、周囲から誤解を受けやす 

いなど、本人と家族の暮らしにくさや精神的な負担は大きいものとなっています。 

高次脳機能障害を本人、家族、その周りの人たちが理解していくことが必要であり、大切です。 

 

 こんなことが自分、家族、周りの人にあったらご相談ください 

                      
 

 

 

 

              記 憶 障 害    遂行機能障害 

              注 意 障 害    社会的行動障害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市役所、県の相談窓口 電話番号 身近な保健推進室 電話番号 

栗原市 

市民生活部 

健康推進課 保健指導係 ２２－０３７０ 築館・志波姫保健推進室 ２２－１１７１ 

社会福祉課 障害福祉係 ２２－１３４０ 若柳・金成保健推進室 ３２－２１２６ 

介護福祉課 認定調査係 ２２－１３５０ 栗駒・鶯沢保健推進室 ４５－２１３７ 

宮城県 

北部保健福祉事務所栗原地域事務

所 母子・障害班 
２２－２１１８ 高清水・瀬峰保健推進室 ５８－２１１９ 

リハビリテーション支援センター  

リハビリテーション支援班 

（０２２） 

７８４－３５８８ 

一迫・花山保健推進室 ５２－２１３０ 

・・・保健師にご相談ください・・・ 

同じミスを繰り返す 

急に落ち込む、 

我慢できない、怒る等 

気が散る 

少し前の出来事が思い出せない 

自分勝手に行動する 

思考のスピードが遅くなる 

新しいことが覚えられない 

感情のコントロールがしにくい 

  高次
こ う じ

脳
の う

機能
き の う

障害
し ょ う が い

 
脳卒中や事故等で脳が損傷した後、体はもとに戻ったけれど・・・

どこか違う人になったように感じる・・・。 

それは「高次脳機能障害」かもしれません。 

やる気がしない 

こだわりが強い 

約束や予定を

忘れる 

優先順位がつけられない 

段取りができない 

一つ一つ指示が必要 

知っておき

たい！ 

できることを 

みつけよう 

コミュニケーションがうまくいかない 

行政の相談窓口 

栗原市市民生活部

健 康 推 進 課 

代表的 

な症状 


